
29.7

32.8

54.3

61.1 28.7 6.5

28.9 11.4 4.8
0.6

0.9

3.2

2.8

40.0 22.4

36.6 28.7 3.0
2.0

1.6

一般・男性

（単位：％）

一般・女性

高校・男性

高校・女性

男女とも家事や育児を
行うのが良い

どちらでも手のあいている方
が家事や育児をすれば良い

家事や育児は主として
女性が行い、男性は女
性を手伝う程度で良い

そ
の
他
・
無
回
答
な
ど

男性は家事や育児
をしなくて良い

一般・男性

一般・女性

高校・男性

高校・女性

（単位：％）

14.9

13.6

14.6

13.9 63.9 13.4 8.8

57.7 13.1 14.6

72.0 7.2 7.2

69.3 8.9 6.9一般・男性

一般・女性

高校・男性

高校・女性

（単位：％）
主に女性が介護する
ことはやむを得ない 男性も女性も共に介護すべきである

男女にかかわらず、
主に実の子どもが
介護すべきである

そ
の
他
・
無
回
答
な
ど

61.4

16.8

48.3

24.5 35.6 32.4 7.5

9.4 34.9 7.4

53.6 24.8 4.8

26.7 9.9
2.0

一般・男性

一般・女性

高校・男性

高校・女性

（単位：％）
男に生まれたい 分からないどちらでも良い

女に生まれたい

1.0 0.0

一般・女性

一般・男性

高校・男性

高校・女性

（単位：％）
家庭、職場、社会
で男性が優遇され
ているから

家庭、職場、社会
で女性が優遇され
ているから

その他

子どもを産むこ
とができるから

なんとなく、そう思うから

分
か
ら
な
い・
無
回
答

21.8 59.4

8.0

7.1

9.3 58.3 19.0 10.6

68.9 10.310.9

1.7

1.4 1.4

1.1

20.8 10.436.8 18.45.6

8.9 8.9

一般・男性
一般・女性
高校・男性
高校・女性

（％）
90

80

70

60

50

40

30

20

10

0
女
性
問
題
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
（
講
演

会
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど
）
の
充
実

男
女
平
等
教
育
の
推
進

審
議
会
な
ど
へ
の
女
性
の
参
加
促
進

女
性
相
談
窓
口
の
充
実
（
就
業
、
法
律
、

育
児
、
教
育
な
ど
）

女
性
の
生
涯
学
習
機
会
の
充
実

女
性
の
健
康
を
保
持
・
増
進
す
る
た
め
の

施
策
（
健
康
診
断
の
拡
充
、
健
康
教
育
の

充
実
な
ど
）

介
護
の
必
要
の
あ
る
お
年
寄
り
や
障
害
者

な
ど
の
家
庭
で
の
介
護
の
軽
減

保
育
所
や
留
守
家
庭
児
童
の
た
め
の
対
策

な
ど
の
充
実

○問 子ども家庭課　☎22-1363

男
女
が
お
互
い
に
尊
重
し
な
が
ら
共
に
参
画
す
る
社
会
を
目
指
し
て
！

 　

人
間
に
は
生
ま
れ
つ
い
て
の
「
生
物
学
的
性
別
（
ｓ
ｅ
ｘ
）」
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、

社
会
通
念
や
慣
習
の
中
に
は
、
社
会
に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
男
性
像
、
女
性
像

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
男
性
、
女
性
の
別
を
「
社
会
的
性
別
（
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
）」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

当
市
は
、
社
会
的
性
別
が
性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
（
例…

男
は
外
で
仕
事
、

女
は
家
庭
で
家
事
・
子
育
て
）
や
偏
見
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を

市
民
が
意
識
し
、
社
会
的
な
合
意
を
得
な
が
ら
社
会
制
度
や
慣
行
の
見
直
し
を
進
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
男
女
の
人
権
が
真
に
尊
重
さ
れ
る
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
す
る
た
め
、
今
回
、
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

白石市民の意識調査　報告書
（
概
要
）

⑴
調
査
設
計

①
一
般

●
対
象
地
域　

市
内
全
域

●
調
査
対
象
お
よ
び
標
本
数　

市
内
在

住
20
歳
以
上
の
男
女
5
0
0
人

●
抽
出
方
法　

選
挙
人
名
簿
よ
り
無
作

為
抽
出

●
調
査
方
法
・
期
間　

郵
送
法
・
平
成

17
年
11
月
15
日
〜
30
日

②
高
校
生

●
対
象
校　

白
石
女
子
高
等
学
校
、
白

石
高
等
学
校
、
白
石
工
業
高
等
学
校

●
調
査
方
法　

学
校
側
に
一
任

●
調
査
期
間　

平
成
17
年
11
月
〜
12
月

⑵
配
布
・
回
収
結
果

①
一
般

●
配
布
数　

5
0
0
人
（
女
性
2
5
0

人
・
男
性
2
5
0
人
）

●
回
収
数　

2
2
6
人
（
女
性
1
2
5

人
・
男
性
1
0
1
人
）

●
回
収
率　

45
・
2
％

②
高
校
生

●
配
布
数　

学
校
側
に
一
任

●
回
収
数　

5
6
6
人
（
女
性
2
1
6

人
・
男
性
3
5
0
人
）

問
1　

共
働
き
家
庭
で
の
家
事
・
育
児

に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問
2　

あ
な
た
は
「
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
ど

う
思
い
ま
す
か
。

　

共
働
き
家
庭
で
の
家
事
や
育
児
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
「
男
女
と
も
家
事
や

育
児
を
行
う
の
が
良
い
」「
ど
ち
ら
で
も

手
の
あ
い
て
い
る
方
が
家
事
や
育
児
を

す
れ
ば
良
い
」
と
、
男
女
と
も
ほ
ぼ
同

数
で
、
男
女
共
同
の
意
識
が
浸
透
し
て

き
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

問
3　

現
在
、
介
護
の
必
要
な
親
を
世

話
し
て
い
る
人
の
大
部
分
は
女
性
で

す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
な
た

の
考
え
に
近
い
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。

　

親
の
介
護
に
つ
い
て
は
、「
男
性
も

女
性
も
介
護
す
べ
き
」
と
答
え
て
い
る

人
が
女
性
で
は
72
・
0
％
、
男
性
69
・

3
％
と
高
い
比
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
今
ま
で
の
「
介
護
は
女
性
」

と
い
う
役
割
意
識
か
ら
一
歩
抜
け
出
し

て
、
男
性
も
共
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
の
表
れ
と
受
け
止
め
ら
れ

ま
す
。

問
4
⑴　

今
度
生
ま
れ
変
わ
る
と
し
た

ら
、
男
に
生
ま
れ
た
い
で
す
か
、
そ

れ
と
も
女
に
生
ま
れ
た
い
で
す
か
。

　
「
男
に
生
ま
れ
た
い
」と
思
っ
て
い
る

人
は
、
女
性
は
16
・
8
％
、
男
性
で
は

61
・
4
％
を
示
し
て
い
ま
す
。
逆
に
「
女

に
生
ま
れ
た
い
」と
思
っ
て
い
る
人
は
、

男
性
で
は
わ
ず
か
2
・
0
％
で
す
。

　

高
校
生
は
「
ど
ち
ら
で
も
良
い
」
が

多
く
な
っ
て
お
り
、「
自
分
の
性
」
に

満
足
し
な
が
ら
も
あ
ま
り
性
別
に
こ
だ

わ
ら
な
い
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

問
4
⑵　

そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。

問
5　

今
後
当
市
の
男
女
共
同
参
画
を
進
め
て
い
く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に

力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　

生
ま
れ
変
わ
る
と
し
た
ら
「
男
に
生

ま
れ
た
い
」「
女
に
生
ま
れ
た
い
」
と
思

っ
て
い
る
人
の
理
由
は
、「
何
と
な
く

そ
う
思
う
」
が
高
い
比
率
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
の
「
家
庭
、
職
場
、
社

会
で
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
か
ら
」

を
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
人
は
、
女

性
の
3
倍
弱
の
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
施
策
と
し

て
は
、「
女
性
相
談
窓
口
の
充
実
」「
介
護

の
必
要
の
あ
る
お
年
寄
り
や
障
害
者
な

ど
の
家
庭
で
の
介
護
の
軽
減
」「
保
育
所

や
留
守
家
庭
児
童
の
た
め
の
対
策
な
ど

の
充
実
」の
３
点
に
５
割
以
上
の
要
望
が

あ
り
、大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

次
い
で
「
女
性
の
健
康
を
保
持
・
増

進
す
る
た
め
の
施
策
」「
女
性
の
生
涯
学

習
機
会
の
充
実
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
生
活
を
し
て
い
く
上
で
直
面

し
て
い
る
問
題
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
、
男
女
共
同

参
画
が
進
め
ら
れ
る
と
感
じ
て
い
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う

男
女
の
性
に
よ
っ
て
役
割
が
異
な
る
と

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
年
齢
層
が

高
い
ほ
ど
「
同
感
す
る
」
比
率
が
高
く
、

若
年
層
に
な
る
に
つ
れ
て
、「
同
感
し

な
い
」
傾
向
が
強
く
表
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
「
同

感
し
な
い
」比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
方
法
と
回
収
結
果

回
答
者
特
性

①
一
般
（
年
齢
別
）

②
高
校
生
（
性
別
）

20代
8.0％

30代
10.2％

40代
16.4％

50代
27.4％

60代以上
38.1％

男性
61.8％

女性
38.2％

全　体

　

調
査
結
果
か
ら
、
男
女
共
同
参
画
社

会
に
関
す
る
意
識
が
広
く
市
民
に
浸
透

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
を
始

め
て
か
ら
10
年
。

　

市
で
は
今
回
の
調
査
結
果
を
今
後
の

行
政
施
策
の
貴
重
な
資
料
と
す
る
と
と

も
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
、
よ
り
一
層
の
普
及
啓
発
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
家
庭
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.shiroishi.m

iyagi
.jp/section/kodom

o/index.htm
l

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

～男女共同参画社会を推進していくために～
白石市民の意識調査　報告書

（
概
要
）

白石市民の意識調査　報告書
（
概
要
）

23.8

14.4

13.4

6.0 56.0 33.8

48.9 33.7 4.0

42.4 41.6

26.8 48.5
0.9同感する 同感しない どちらともいえない 分からない

1.6

4.2

23


